































応戊辰駿行日記」には、地元採用 相磯格堂は一二月一七日「陸軍医師となる」とあり、また杉村行三（一〇月二五日） 、永井玄栄（同月二八日） 、荻生洪道（洪斎 一一月一日） 、津田為春 同月八日）ら後に沼津病院医師 る者たちが洞海と往来していることが記されているので、杉田・林以外の医師たちの人選はすでに何らかの形 始まっていたもと思われる。洞海は沼津到着後から発令までの間、阿部潜・塚本明毅・矢田堀鴻・西周・大築尚志・赤松則良・川上冬崖・伴鉄太郎・服部常純ら沼津兵学校関係者とも行き来してお 当然ながら公私にわたる情報交換を行っていたであろう。それに も兵学校の教授陣の任命が一〇月半ばか 始まっていたのと比較すると彼の任命は遅い。
そもそも慶応四年七月作成の移住予定者名簿「駿河表召連候家来姓













































ともに駿府に向かい、四日に到着した。六日、病院頭林紀・同頭並坪井信良 洞海・杉田らが一堂に会し、病院出役医師・同陸軍医師の「ヱキサーメン」 （試験・検査）が実施された。つまり 駿府病院と沼津陸軍医局とが合同で出役医師の採用検討会を開いたのである。沼津とその近村の地元医師であった相磯 荻生の二人はその考査を受け ために同行したわけである。
その後、駿府病院では、二年正月から二月にかけ、行政官の布告にも




































































九日、洞海は服部常純・西周・藤沢次謙・立田彰信・塚本明毅・林紀らとともに沼津を出立、翌日駿府に着いた。その後静岡・沼津の幹部たちによる評議が行われたものと推測されるが、一四日には「府中沼津両病院条約書」が出来上がり、二冊にそれぞ 押印の上、双方が保管することとされた。この条約とは、今後、沼津病院、すなわちそれまでの陸軍医局は駿府病院の支配下に置くという内容であり 翌日には統一的な医師の階級・役金額が明示された。一等医師・一等医師並・二等医師・二等医 並・三等医師・三等医師並・無級医師という階級であり 陸軍医師は廃止されたのである。
ちょうどこの頃、五月一〇日に出された坪井信良の実家宛書簡には、







































































































































た遠州周智郡の三名の医師 名前に「静岡入門済」と添え書きされている以外、病院生徒 教育に関しては直接うか い知 こ はできない。彼は席の暖まる暇もなく動き回り、やがて離藩したので、実際に教育携わることはなかった。しかし日記の記述からは、相磯為（為之助、元年一一月一日条） 中西謙三 （一一月四日条） 、 大川周道 （一一月五日条） 、石井成斎（二年一月二五日条）など、接近してくる地元医師 少なくなかったことがわかり、洞海への個人的入門や病院生徒となることを希望しているのか否かは別にして、何らかのつながりを持とう す 者の存在が見 取れる。
沼津の陸軍医局（後沼津病院）では、静岡病院への一元化により当初






























































































































掲げた辞令では、四年一二月に沼津において試業を実施するとあったように、あくまで沼津兵学校資業生という身分で 派遣であっ のが、その後彼らを兵学校から切り離し完全 静岡病院 所属生徒とするこ になったのである。兵学校頭取塚本明毅（桓甫） 静岡に赴き、病院との
［静岡藩の医療と医学教育］……樋口雄彦
453








































































よく支院を配置するという方針であったが、医師の配置転換により結果として沼津病院の弱体化をもたらした。ま 、第三の病院が中泉・浜松ではなく遠江東部に位 掛川に決まったことで 病院 は領内全体 東に偏することとなった。いずれも理想的なバランスが取れなかったことに る。
⑤は、奥医師などの漢方医を病院の傘下に置こうとするものであっ













込み、領主側からする既存の地域医療を部分的に継承 た一面もあると思われるが、徳川家の一円支配にもとづく病院体制 一元化が れまで駿河・遠江に形成されていた、あるい されていなかった町村 地域秩序や集団的存立基盤に対しどれだけ 刷新や変容を迫るこ になたのかは解明できていない。いずれにせよ、にわかに成立した静岡藩の
場合、近世からの継続性の上に維新後の医制革新を進めた山口・鹿児島など他の大藩の領内掌握に及ぶべくもなかった。
次に第二として、病院の設置・経営における地元庶民の関与について
である。静岡病院も沼津陸軍医学所も、当初から医療を藩士のみならず庶民に対しても広く施すことを宣言していた。そして実際にそれは実行された。また、村医・町医を病院生徒と 受け入れ教育を行い、場合によってはその中から病院医師や勤番組派遣医師を採用した。静岡学問所が農商の入学を許し 優秀な者については藩の役人へ登 することをうたったのと同じく、医療・医学教育の両分野において 庶民への開放はなされたといえる。
しかし、掛川小病院設置計画に際し大久保一翁が示したように、病院










方針だっ のか、金は出させても口は出させない方針だっ のか、判然としないが、もし 庶民 藩政へ 関与を嫌っ ものだ すると 封建領主 ての限界が見て取れる部分である。
第三点としては、病院という近代的な医療機関の存在がいかに認知さ




































































明治（年5 月 （ 日 三浦弟子来
 5 月 （ 日 三浦文卿来
 5 月（（日 文卿来
 5 月（（日 三浦来
 5 月（（日 田村と申三浦へ同居之医師来
 （ 月（（日 三浦弟子木村来
明治（年（ 月 （ 日 三浦文卿来
 （ 月（（日 三浦文卿入来
 （ 月（（日 三浦文卿見舞
 （ 月 （ 日 三浦文卿見舞
 （ 月 5 日 三浦文卿見舞
 （ 月（0日 三浦文卿見舞
 （ 月（（日 昨夜より鈔吹出もの致ニ付井上玄碩見舞
 （ 月（0日 三浦文卿見舞
 （ 月（（日 三浦文卿見舞
 （ 月（（日 三浦文卿見舞
 5 月 （ 日 井上玄碩来
 5 月 （ 日 三浦文卿入来
 5 月 （ 日 井上玄碩来
 5 月（0日 井上玄碩見舞
 5 月（（日 三浦文卿見舞
 5 月（（日 井上玄碩見舞
 5 月（0日 中西謙三来
 5 月（5日 三浦文卿井上玄碩来
 5 月（（日 井上玄碩来
 （ 月 （ 日 井上玄碩来
 （ 月 （ 日 井上玄碩来
 （ 月 （ 日 井上玄碩見舞
 （ 月（0日 三浦文卿見舞
 （ 月（（日 井上見舞
 （ 月（（日 井上玄碩見舞
 （ 月（5日 三浦文卿森岡元龍見廻
 （ 月（（日 杉田玄端始而見舞
 （ 月（（日 夫より医局へ行、中西謙蔵来
 （ 月（0日 杉田見舞








 （ 月（（日 朝病院江行
 （（月 （ 日 鈔医師へ行
明治（年（ 月（（日 佐野寛道見舞
 （ 月 （ 日 佐野見舞







元医師の中からは、その後も地域の医療を担い続けた者が多かった一方、 石井淡のように上京し宮内省医員となった者も出た。 石井は先祖代々の村医から西洋医へと変身し、活躍の場を地域から地域の外へと広げたわけである。彼にとって静岡藩時代の経験は有効であったといえよう。病院生徒や病院医師の子弟 清野勇・宇野朗・佐野誉のように大学東校（東京大学医学部）に進学、医学界 最高峰で足跡を残すこ になった秀才も輩出した。
一方、もともとの医家出身ではなかった沼津兵学校資業生・静岡
生徒の場合、一三名中、最終的に医師 し 身を立てた は三名 みあり（滝野盤・加藤寿・諏訪頼永 いずれも軍医 ただし諏訪は獣 ） 、多くの者にとって静岡藩での医学修業は無駄とな た。これは変革期・混乱期に勉学した者として責められるべきことでは いし 決して静岡藩の医学教育 有効性を否定するも とはいえな 。他 、薬業分野に進出した山崎塊一のような存在も評価できる。
静岡藩が能力本位の人材育成システムを先駆的に準備したという意味












を目指した林紀や戸塚文海が、廃藩後明治政府に出仕してからは軍医となったのは何とも皮肉である。巨大な政府組織の中では個々 役割 細分化されており、彼らに割り当てられた はその一部門のみであった。彼らの静岡藩で 経験がな がしかの 味を持 か否かはわからない。
以上述べた四点にわたる特徴から、静岡藩が病院を通じて推進した医
































































































剤掛数名もいたとされ、調剤掛は医学生が担当したという〔石橋絢彦「沼津兵学校沿革（六） 」 『同方会誌』四三、 一九一六年、復刻合本第七巻、一九七八年、立体社〕 。他に、 製煉掛という担当も置かれていたことがわかっている〔拙稿「沼津兵学校関係人物履歴集成
　
その二」 『沼津市博物館紀要』第二七号、二〇〇三


















































































（（） 拙稿「沼津掃苔録」 〔 『沼津市博物館紀要』
（（、一九九七年〕 、一四頁。
（







































5（） 前掲「沼津兵学校沿革（六） 」 。
（
5（） 石橋絢彦 五 〔 『同方会誌 四二、 一九一六年、復刻合本











次郎なる人物も静岡病院に された資業生だったことになる。四年三月二六日付木村鐙子書簡には「沼津よりの人病院へ十五六人程参り」と記されており〔 『木村熊二 ・ 鐙子往復書簡』 、 二頁〕 一三名よ も少し多 った可能性がある。
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（（） 『木村熊二・鐙子往復書簡』 〔一九九三年、東京女子大学比較文化研究所〕 、二九頁。
（


























（0） 四年一一月 宛田口卯吉 、 『鼎軒田口卯吉全集』第八巻〔一九二九







（（） 鈴木要吾 蘭学全盛時代と蘭疇の生涯』 〔一九三三年、東京医事新誌局




（5） 杉田には自分の息子のほか、 小諸藩出身の神戸文哉、 弘前藩出身の小山内建 （玄












































学問所の生徒になった坂湛らがその例である。宮崎の前歴は幕府 学館講師・世話役 『江戸』第四巻第一綴、一九一六年、江戸旧事采訪会） 。曽谷家は姓から判断して幕府典医であると推測。また、立元の子宮崎駿児に対し「叔宮崎言成」と記した文献があることや イギリス留学時の日記「英行日誌」 （早稲田大学図書館所蔵・柳田泉 庫）の記載などから、曽谷言成は 立元の実弟らしい。後に宮崎に復姓し、明治二〇年には函館商業学校教諭となったほか、大正五年（一九一六）には『江戸』第三巻第二綴に昌平黌に関する記録「茗黌紀事」を投稿している。名倉は静岡病院医師名倉弥五郎 子。坂は幕府典医坂春庵の三男で後に工学博士となった。
（
（5） 明治四年三月、静岡病院頭林紀の弟林糾四郎、同医師名倉弥五郎の子名倉納













































































































































































































































































































早朝弁天社内一見朝飯後岳翁山内と同行製鉄所見物横浜元町ゟ浅見社山頭ニ上り帰路蘭医マヨイル之宅ニ至りマヨイルニ面会□太郎ニ対面して帰るお喜并ニ春東溟婢僕来る夕七ツ時佐藤を辞して東海道ニ出る路九一軒ニ立よる写真を致し夫ゟ程ヶ谷ニ出て伊豆楼ニ泊る此処ニ而追触をいだす同十九日陰微雨午后晴払暁程ケ谷出立正午藤沢昼飯夕五字平塚着亀田や某 泊る煉心権三郎高麗寺村油や藤右衛門之伜 七ニ面会同二十日陰微雨払暁平塚出立宿中之煉心之宅ニ立寄り煉心権三郎同道ニ而高麗寺村ニ来り藤右衛門宅ニ 寄り藤右衛門ニ面会其所ニ而 ニ分れ梅沢手前ニ而煉心ニ分れ梅沢 昼飯二字少し過小田原着本町柳や由蔵 泊同廿一日
　
陰時々雨













河周道来る伊豆北条寺家村之村長内田忠五郎ニ逢忠五郎ハ重三郎之弟なり○夜大三郎夫婦来る○昼前阿波屋彦兵衛を往て診す大久保主膳之寓三枚橋蓮光寺を訪ふ夕刻大久保之 来佐藤某使ニ来り鴨を贈りくれる同廿九日陰風大三郎夫婦母三人来る今日同町伊勢や 二階ニ移る○隣家油屋彦八之手代左兵衛来る○阿波や彦兵衛之薬を投す是沼津人 投薬之はしめ也同三十□晴暖夜雨今朝塚本勘甫を訪ふ西周助大槻保太 大三郎来る大三郎と香貫ニ散歩す○明朝重三郎格堂両人府中ニ行ニ付而研海ニ過日之返書并ニ品々一包托し頼ミ遣ス幾次郎も右之供致し 五日之間之いとま遣す十一月朔晴午后荻生洪道之宅ニ行柳下荘 後家を診し午后洪道と同行海辺ニ行て夕刻帰宅夜中長三郎豊蔵同行ニ而大三郎之寓居ニ行く○紳六今朝ゟ為之助同行ニ而木負村格堂之宅ニ泊りかけニ行く同二日晴暖午后伊三郎阿巳彦西周大久保阿部を訪ふ格堂之事を書付 致し渡し置同三日晴暖大久保檉軒同四郎太郎岩田緑堂来る○夜中武助東帰 □洞斎利助ニ書状を遣ス荷船の事ニよりてなり○夕刻紳六郎木負村ゟかへる同四日晴暖紳六をつれ候而檉軒を訪ひ中沢善次ニ逢ふ帰路阿巳彦ニよる朝杉田玄端川上万之丞来る夕刻矢田堀帰六来る僕幾次郎駿府より帰る○研海陶亭ゟ書状来る○中西謙三ゟ病家之転書来る同五日晴暖朝中沢善次来云鞠子新田名主伝右衛門方 居明六日朝船ニ而帰 研海行書状壱通を托す○病家診察後午后杉田之宿を訪□不在北郊外 散歩してまりこの宮ニ至り中野新田々村まて至り帰る○今日すんふ行醤油二樽を








































































































〆金七両 分 朱差引残り預り金三拾壱両 分弐 と銭七百○七文右之通私方江 置申候外ニ少貞者旧冬月迫已来面会不仕不遠内ニ者持参可仕と推察仕候
　　
正月七日














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































七月二日晴熱朝七字出勤岩佐権大丞宅 行 夫ゟ病院 出勤十一字退散東校用状四通共渡す○和蘭ゟ新教師先日着
エルメレンス廿六才
　
二ケ年頼也
　
月給四百トル来春ゟ四百五十ト
ル
書画諸道具
一金五両也

大雅箋紙壱本
一同壱両三分壱朱

金巻墨梅幅仕立直し并ニ箱代共
一同三両也

二はん唐紙弐朱
一同弐分 朱

査士標字幅仕立直し并ニ存城斎額仕立直し
一同弐分壱朱

帆利黒竹 幅仕立
一同弐両 朱也

桃花村荘図巻軸仕立代
一同五両壱分

大雅箋紙壱本九十六枚
一同弐両壱分 朱

表装用の切地四品
一同弐両 分也

梅屋の書楽人之幅 軸
一同弐両三分

高村君墓誌帖一帖唐人諸逐良老子西昇絶一帖
一同五両壱分 朱

山添送り男帯地二筋
〆金三拾壱 三 壱
辛未七月
辛未七月十五日渡
未七月廿一日一金弐分弐朱也

 鉄翁四季山水扇面表装仕直し、稼圃書半切物表装仕直し代
同七月廿二日一同三分

蝋石三顆代白玉堂
同八月四日一金弐拾両也

 遠州茶園開拓入用金山村ニ送る当分勝手の金不都合ニ付取替置
同八月七日一金六両三分也

 漢装用新規織立雲形りんす二巻但壱巻之丈ケ弐丈あり故に壱尺の代六金ニ而拾両壱分弐厘五毛
同八月八日一金壱両弐分

蕙雁の文晁の墨画一幅
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第153集　2009年12月
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同□□□□一同弐分三朱

伊孚九書村中桑斧小軸壱
八月十六日一金拾両壱分と銭百文
　
 絵絹二挺樋織弐尺幅物壱疋、景図百八十両丈ケ正味鯨尺五丈壱尺、壱尺ニ付六金十弐両○七りとなる
八月十三日一金三両三分壱朱也
　　　
 舶来和風紅蝋燭九丁懸八斤二十□懸九斤○壱
　　
但運賃も此内ニ在り
　
斤代金三朱と銭弐百四十八文
八月十六日一同弐分弐朱

牛肉罐壱ツ奥村弘哉
八月廿七日一同壱両壱分

牛肉罐二ツ
　
楢林城□江
一同壱両弐分三朱

硫酸モルヒ子一ワリ入壱瓶
一同三分三朱

唐草大中小三箱
同日一同三分

ゴムブーシイ弐本代
同日一同弐両壱分壱朱

紟五郎ニ送り歴代詩草精撰壱部
同日一同三朱

発行前ホンセツト四□
一同壱分弐

紳六郎送り九成宮帖壱帖
九月四日一同四両弐分

皮下注射器壱具
同日一同四両弐分

験熱器壱具
九月八日
一同弐百疋
　
百疋

山中静逸ニ送る
九月八日一同壱両弐分 朱

鉄翁茶の表装、愛山の画山水海屋賛大表装
九月十五日一同三朱也

伏見行途中入用并ニ桃三郎ニ遣し候心付
九月十九日一同壱両弐分

宮原律詩一枚之払
九月廿五日一同弐分

高島虎斑石硯一枚
十月□日一同千疋

越智仙心南遊送別
同十月五日一金八両也
　
十一月廿八日元方ゟかへしニ付受取
　
 今由蔵口入八九之幅張ニて紙代今氏ニ相渡す
十月十五日一同千疋

山中静逸ニ送る
蕎麦一□
十月廿一日一同弐百疋

広瀬春邦ニ送る
十月廿三日一同壱両也

百枚一帖の貢紙一帖
十月廿五日一同壱両也

蝋石印紙三顆揃三組二顆揃一組白玉堂ゟ買とる
十月廿九日一金壱両壱分弐朱と三百四十八文
　　
船曳高階両家と木屋町会入用割
十一月六日
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一金壱両弐分

山中静逸淡海魁堂山添快堂三人の画軸漢製代ナリ
同一同三分

査士標字軸漢製直し代
同一同弐朱

皆川淇園松風閣の額うら打はり付直し
十一月八日一金四両弐朱也

白羽二重一反代
十一月八日一同弐両三分壱朱也

上木綿花壱貫五百目代
十一月廿八日元方ゟかへしニ付受取
十一月□□一金壱両也

頼支山書壱枚神山鳳山之書壱枚之挨拶
同一同壱両也

桃花村荘画巻題辞神山頼天江宮原四家分
同廿日一同三分也
　　　　　
野間元琢初代之書巻一ツ、大雅堂大字二行物一軸
同日一同壱両弐分也

小林卓斎を訪ふ土産料
十一月廿九 今氏払一同七両也

菘翁松芝之幅代
同日一同壱分壱朱

枸櫞油壱瓶代
同日一同弐朱と三百文

吸玉代
同日一同弐分弐朱

唐筆三箱代
十二月二日
一銀百三十弐匁

鵞印拾本
同一同百三十弐匁

天香源字拾本
同一同四十四匁

復記佳製拾本
同一同四十四匁

□京弐拾本
同一同八十八匁
　

明月餅拾本
〆□四百四 匁□□□三分三朱也

漱金墨三挺
惣〆金五両壱 壱 と弐匁五分付落しニ付追加之一金壱分壱朱

静岡送り快査之画牡丹之画壱幅漢装代
一同壱分 朱

同洞海之書軸漢装代
一同四両弐

子宮鏡一具
一同三拾両壱分壱朱と四匁
　　
 羽をり裏地おミほおなみ紐八郎之送り衣ふく代惣〆
一同三分三朱也
　　　　　
丹波亀岡行都合三度の往来入用
一同弐拾両也
　　
 東京送り四人分手当九月
ゟ
来申正月分迄金
五十両之内不足分二十足し別
□月一同拾両也

豊津県士小井塚守三ケ用立
□月八日一同弐両也

端渓鈴滝山館硯壱面
同日一同壱両也

象牙三ツ入レ子卯材、但外紫上箱共
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同日一同弐分也

右象牙印三顆両面刻料
十二月十一一同三分

玉露上物玉様小半斤
同日一同弐分三朱ニ半減

濃茶上物宝来八分斤
壱分壱朱と三百七十六文
同日一同壱両三分

紫ちりめん
十二月廿三一同壱両

玉の印材
　
山雲、成立
　
一顆
十二月廿六日一同弐両三分

曼珠院什聖教書一帙
同日一同壱両壱分

同断草聖顕訣一帖箱入
辛未十二月廿六日一金壱両弐朱

ポトヒリ子壱瓶
同十二月廿八日一同弐分
　

ドーフルス散壱瓶
同日一同壱分弐朱

唐筆之代
同十二月廿八日一金七両弐分反物代

山添氏おくり物
浅草のり五帖
同日一同弐両弐分

同家払物女もの唐りんす
同月廿九日一同壱朱銭弐百文

鈴瓏山館研の上箱
一同壱分弐

百蟹墨解図巻漢装代
一同壱分□つり百文

新貨幣書代
一□□貫弐百文

東京 聞紙
一金壱両弐分弐朱

紫旦染印材箱壱ツ
〆金百八十弐両弐朱と七十六文春秋二口〆
金弐百二十両壱分三朱と七十六文
内金八拾弐両弐朱

洞海小遣
同九十一両弐分弐朱

茶園入用静岡入用其外
同十八両

薬種医器
明治五壬申年正月七日一金壱分

茶代
　
壱斤壱両弐分之茶、発会入用
正月八日一金拾両弐朱と銭五百文

発会入用十七人分料理酒飯雑費共
同日一同三分

紫旦之石台
同日一同弐分と銭六百文

牛肉六斤発会入用
正月一同弐両也

薬籠壱ツ
　
且紫旦口
同日一同壱両弐分壱朱

メリヤスちゆばん壱、同もゝ引二ツ
同日
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一同三両弐分と銭八百文

白フラ子ル長サ弐丈百四間
二月十六日一同弐両三朱也

黒帽壱ツ毛櫛壱ツ写真挟壱ツ□□□□
二月十六日一同七両也

葵章の黒サヤ衣表代二ツ
二月十八日一同三分也

山中静逸東行之銭別
二月廿日一同弐両壱分也

くし払箱、但上はこ共代
二月三十日一金五両也

ぬめ一旦
三月十五日一金 分弐朱

快堂墨梅之讃題詩春邨鳳陽
　　
三人之挨拶
同廿日一同三分

水精材印刻料
同廿日一同壱分弐朱

阿部川石之磨き料
同廿日一同壱分弐朱

たかやさん木刀之修繕料
三月十八日一同拾五両也
　　　　　
竹田之憲画瓶梅一ふく水仙ニ石の画一ふく之代
三月十九日一金壱両壱分

春塘之画々帖小紙十三、葉の画料
一同弐両也

香谷之画々帖小紙十三葉
〆金五拾八 三分 朱と銭弐拾五文
内
　
一弐拾九両弐分壱朱也

洞海小遣
一弐拾九両一朱と銭 貫九百文

勝手入用
壬申四月十二日
東京転移後
四月廿二日一金五百疋

川上冬崖ニ贈る
（国立歴史民俗博物館研究部）
（二〇〇九年三月二六日受付、二〇〇九年五月八日審査終了）
